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ＡＴＣ21Ｓ（Assessment and Teaching of 21st Century Skills Project）は，21世紀の社会で働く
ために必要な力を，次の４つに分類している（グリフィン，マクゴー，ケア，2014）。 
 
① 思考の方法 －創造性とイノベーション，批判的思考・問題解決・意思決定， 
学び方の学習／メタ認知 
② 働く方法 －コミュニケーション，コラボレーション（チームワーク） 
③ 働くためのツール －情報リテラシー，ＩＣＴリテラシー 


















① 実践力 －自律的活動力，人間関係形成力，社会参画力，持続可能な未来づくりへの責任 
② 思考力 －問題解決・発見力・創造力，論理的・批判的思考力，メタ認知・適応的学習力 











































































や修学旅行を活用した Research 活動など，グローバル時代をきりひらく資質・能力を培う教育活 
動を多面的に展開してきている。 
・グローバル時代をきりひらく資質・能力の要素に①多様性，②協働性，③主体性がある。 
・各教科，特別支援教育，学校保健で「協働的問題解決」を生起させる授業づくりに取り組めば， 
子どもの①多様性，②協働性，③主体性の育成がこれまで以上に期待できる。 
 ・協働的問題解決を生起させる授業づくりの視点は，本校の複式学級をはじめ，現在実践されてい 
る授業からも見いだすことができる。 
 
 
 
 
 
（４）本研究の意義 
～「グローバル時代をきりひらく資質・能力」の定義について 
「資質・能力」とは，国立教育政策研究所（2013）によると，「スキル」より長期的かつ領域普遍
的な「知識」や「技能」等の総体としている。広辞苑によると，「資質」とは，うまれつきの性質や
才能であり，「能力」とは，物事をなし得るはたらきである。本校では「力」を，資質・能力の総体
として捉え，資質は能力の基盤となる部分と捉えている。 
 本研究の意義について主たるところとして，次の３つをあげる。 
 第一に，研究の「新規性」である。東雲小学校と東雲中学校の９年間，すなわち初等・中等教育を見
通して取り組もうとするところである。また，本研究における「グローバル時代をきりひらく資質・能
力」を育成する視点は，いわゆる英語力のみに限定していない。我々が考える研究の視点は，例えば，
一人ひとりがわかっていることをもち寄り，全員の見方や考え方を積極的に取捨選択することを繰り返
して，はじめより納得できる解に到達すること（グリフィン，マクゴー，ケア，2014）をめざす協働型
の問題解決の視点や，ＡＴＣ21Ｓ（2014）が提唱するＩＣＴリテラシーの視点などを統合したアプロー
チである。 
 第二に，研究の「有用性」である。本研究では，変革の主体を教育課程ではなく，教師の意識におい
ている。したがって，現行の教育課程のままで研究を進める。そのため，地域の教育モデルの拠点校と
して，「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成する授業のあり方について，日々の実践レベル
で提供できる。教師の意識改革があってはじめて，子どもの「グローバル時代をきりひらく資質・能力」
の育成が可能だと考える。 
 第三に，研究から「期待される効果」である。「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成する
アプローチ方法とその結果を東雲小学校と東雲中学校で連携し，児童や生徒のそれぞれの発達段階に応
じた教育施策についての有益なデータを提供できる。 
 
Ⅲ 研究の目的及び方針 
１ 研究の目的 
 本研究の目的は，「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成する授業のあり方について実践研
究を進め，地域の教育モデルの拠点校として，日々の実践レベルでの提言をすることである。研究は４
年計画で進める。初年度である今年度の重点は，次の２点とする。 
（１）各教科，特別支援教育，学校保健において，「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成 
する授業を実践的に模索する。 
（２）小・中学校全体として，「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成する授業づくりの 
視点および評価の観点を提案する。 
 
２ 年次計画 
１年目：「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成する授業の模索 
（１）授業交流や講話などの授業研修会などをもとにして，各教科，特別支援教育，学校保健におけ 
る指導のアプローチを明確にしたうえで，授業を実践する。また，研究の進捗状況を東雲教育研 
究会で明らかにする。 
（２）２つのワーキング体制で研究を進める。 
〔ワーキングⅠ〕 
「授業づくりの視点」チームは，文献や各諸国の教育現況，本校における各教科，特別支援教育， 
学校保健の指導方針をふまえて，「東雲授業づくりプランの視点」を提案する。 
〔ワーキングⅡ〕 
「子どもの実態」チームは，心理学や教育理論，本校における児童や生徒の実態をふまえて， 
「グローバル時代をきりひらく資質・能力についての児童・生徒実態調査」計画を立てる。 
 
２年目：「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成する授業の検証 
（１）東雲授業づくりプランの視点及び各教科，特別支援教育，学校保健における指導方針にもとづ 
いた授業を実践する。また，授業の有効性についての進捗状況を東雲教育研究会で明らかにする。 
（２）グローバル時代をきりひらく資質・能力についての児童・生徒実態調査計画にもとづいて，実 
態調査を実施する。 
 
３年目：「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成する授業の発信 
（１）各教科，特別支援教育，学校保健においてグローバル時代をきりひらく資質・能力を育成する 
小・中学校の学びプランを明確にする。また，その有効性についての進捗状況を東雲教育研究会 
で明らかにする。 
（２）児童・生徒実態調査を実施するとともに，「東雲授業づくりプランⅡ」の枠組みを作りあげる。 
 
４年目：「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を育成する授業の提言 
（１）各教科，特別支援教育，学校保健においてグローバル時代をきりひらく資質・能力を育成する 
小・中学校の学びをデザインする。また，その有効性についての知見を東雲教育研究会ほかでア 
ピールする。 
（２）児童・生徒実態調査を実施するとともに，東雲授業づくりプランⅡを提案する。 
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